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ーロン活動の修飾機序を解明することを目的とした。   
【材料と方法】  









神経活動の記鈷   
顕微鏡下で最後野ニュー ロンを同定し，パッチクランプ法を用いて，膜電流  





析した。   





あった（n＝3）。   





によって誘発される戒PSCの増加は観察されなかった。 以上より，最後野ニュ  
ーロンにはATPによって1）シナプス後細胞の膜電位を直接脱分極させる機序，  
2）神経終末部に作用してグルタミン酸放出を増加させる機序，があることが  
わかった。   
最後野におけるプリン受容体のサブタイプの同定   
ATPにより誘発される内向き電流はαβme－ATP投与では発生せず，PPADS存在  
下では消失した。よって，シナプス後細胞上にはP2X7受容体とP2Ⅹ2およびP2Ⅹ5  






つ存在することがわかった。   





と，がわかった。   







まれていること，がわかった。   
論文 審査結果の要 旨   
本学位申請論文は、延髄最後野ニューロンのプリン受容体の機能を電気  
生理学的に解析したものである。実験ではラットの最後野を含む脳スライ  

















られる。   
よって、本研究者は博士（歯学）の学位を得る資格があると認める。   
